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問1 日本に鉄砲が伝来した16世紀半ばの世界情勢について説明した文として、最も適切なものを次の中から選びなさい。 （2019年　大

分県公立入試　類似）

1.  ドイツのルターが、ローマ教皇
や教会の権威を否定し宗教改革を
開始していた。

2.  ムハンマドがイスラム教を創始
し、アラビア半島の統一を進めて
いた。

3.  チンギス・ハンがモンゴル帝国
を建国し、ユーラシア大陸の広範
囲を支配していた。

4.  アメリカでリンカーンが大統領
に就任し、南北戦争が勃発してい
た。

問2 16世紀のヨーロッパでは、既存の教会のあり方を批判する動きから宗教改革が起こり、新教とも呼ばれるプロテスタントが誕
生しました。この宗教的な対立が、当時のポルトガルやスペインといったカトリック諸国の海外進出にどのような影響を与え
たか、最も適切な説明を選びなさい。 （2021年　愛知公立入試　類似）

1.  プロテスタントの勢力拡大に直
面したカトリック側が、失った勢
力を回復するために海外での布教
活動を強化した。

2.  プロテスタント諸国が海外進出
を独占したため、カトリック諸国
は布教よりも国内の防衛を優先さ
せた。

3.  宗教改革によってキリスト教の
権威が失墜したため、ヨーロッパ
諸国は布教を目的とした海外進出
を完全に停止した。

4.  カトリックとプロテスタントの
両勢力が協力体制を築き、イスラ
ム教圏を回避するための新しい航
路を開拓した。

問3 大航海時代において、ポルトガルの航海者バスコ＝ダ＝ガマがインド航路の開拓に成功したことが、その後のヨーロッパ諸国
に与えた影響として最も適切な説明はどれですか。 （2018年　大阪公立入試　類似）

1.  香辛料の直接取引が可能にな
り、それまで地中海貿易で栄えて
いた都市が衰退した

2.  大西洋を西に進む航路が否定さ
れ、すべての探検家がアフリカ経
由を目指すようになった

3.  宗教改革が始まり、キリスト教
の布教を目的とした航海が中止さ
れた

4.  アメリカ大陸への植民地支配が
終了し、交易の拠点がすべてアジ
アへ移った

問4 15世紀後半の応仁の乱以降、室町幕府の権威が低下するなかで、各地の戦国大名が自らの領国内を独自に統治・管理するため
に制定した法律を何というか、正しい名称を選びなさい。 （2023年　福井公立入試　類似）

1.  分国法 2.  武家諸法度 3.  御成敗式目 4.  公事方御定書

問5 戦国大名が「分国法」を制定した主な背景や目的として、最も適切な説明を選びなさい。 （2023年　福井公立入試　類似）

1.  応仁の乱を経て室町幕府の支配
力が弱まったため、大名が実力で
自国の武士や民衆を統制する必要
があったから

2.  江戸幕府が大名たちの婚姻や城
の修理を制限し、全国の諸大名を
統制しようと考えたから

3.  鎌倉幕府が御家人たちの領地争
いを裁判によって公正に解決し、
武士の支持を集めようとしたから

4.  明治政府が近代的な国家を建設
するために、西洋の法制度を取り
入れて国民の権利を定めようとし
たから

問6 室町時代後期から戦国時代にかけて、実力のある者が上位の者を打ち倒す「下剋上」の風潮が広がる中、各地の戦国大名は自
らの力で領国を統治する必要がありました。このように、戦国大名が領国内の家臣や民衆の行動を規制し、支配を維持するた
めに独自に定めた法を何といいますか。 （2016年　福岡県公立入試　類似）

1.  分国法 2.  武家諸法度 3.  公事方御定書 4.  御成敗式目

問7 室町幕府の権威が衰退した戦国時代、各地で実力を持った戦国大名が登場しました。彼らが幕府の法律に頼らず、自らの領国
を独自に支配し、家臣や民衆を統制するために制定した法律を何といいますか。 （2022年　和歌山公立入試　類似）

1.  分国法 2.  御成敗式目 3.  武家諸法度 4.  公事方御定書

問8 日本の歴史における13世紀から16世紀にかけての外交や出来事について、年代の古い順（先に起きた順）に並べたものとして
正しい組み合わせはどれですか。 （2023年　神奈川県公立入試　類似）

1.  北九州の博多湾などに元軍が2
度にわたり襲来した。→ 足利義満
が勘合を用いて明と貿易を開始し
た。→ フランシスコ・ザビエルに
よってキリスト教が伝えられた。

2.  足利義満が勘合を用いて明と貿
易を開始した。→ 北九州の博多湾
などに元軍が2度にわたり襲来し
た。→ フランシスコ・ザビエルに
よってキリスト教が伝えられた。

3.  北九州の博多湾などに元軍が2
度にわたり襲来した。→ フランシ
スコ・ザビエルによってキリスト
教が伝えられた。→ 足利義満が勘
合を用いて明と貿易を開始した。

4.  フランシスコ・ザビエルによっ
てキリスト教が伝えられた。→ 北
九州の博多湾などに元軍が2度に
わたり襲来した。→ 足利義満が勘
合を用いて明と貿易を開始した。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
ドイツのルターが、ローマ教皇や教会の
権威を否定し宗教改革を開始していた。

鉄砲が伝来した1543年は16世紀にあたります。この時期、ドイツではルターによる宗教改革が進
んでいました。他の選択肢について、イスラム教の創始は7世紀、モンゴル帝国の建国は13世紀初
頭、アメリカ南北戦争は19世紀の出来事であり、いずれも鉄砲伝来の時期とは重なりません。

問2 答え 1
プロテスタントの勢力拡大に直面したカ
トリック側が、失った勢力を回復するた
めに海外での布教活動を強化した。

16世紀にルターやカルバンらが始めた宗教改革により、ヨーロッパではプロテスタントの勢力が拡
大し、カトリック教会は大きな危機に直面しました。これに対抗するため、カトリック教会は内部
改革を行うとともに、アジアやアメリカ大陸などの海外において新たな信者を獲得し、勢力を立て
直そうとしました。イエズス会の設立やポルトガル・スペインによる積極的な海外進出には、この
ような宗教的な対抗意識と背景がありました。

問3 答え 1
香辛料の直接取引が可能になり、それま
で地中海貿易で栄えていた都市が衰退し
た

インド航路の発見により、貿易の主役が地中海から大西洋に面した国々へと移りました。これによ
り、ベネチアなどのイタリア諸都市が行っていた、イスラム勢力を仲介とする従来の貿易ルートは
大きな打撃を受けました。

問4 答え 1
分国法

室町幕府の統治能力が弱まった戦国時代、各地の戦国大名が領国を安定して支配するために独自に
定めた法典です。幕府の法（幕府法）や荘園領主の法ではなく、大名自身の権力に基づいて定めら
れた点に特徴があります。

問5 答え 1
応仁の乱を経て室町幕府の支配力が弱ま
ったため、大名が実力で自国の武士や民
衆を統制する必要があったから

応仁の乱によって中央政府である室町幕府の権威が失墜すると、各地の大名は自らの力で領国を維
持しなければなりませんでした。領国内の紛争を解決し、家臣を団結させて軍事力を高めるため
に、独自の法律が必要とされました。選択肢にある「武家諸法度」は江戸時代、「御成敗式目」は
鎌倉時代、「明治の法制度」は近代のものです。

問6 答え 1
分国法

戦国時代には幕府の権威が衰え、全国一律の法が機能しなくなりました。そのため、各地の戦国大
名は自分の領地（分国）を治めるために独自のルールを制定しました。今川仮名目録や、武田氏の
甲州法度次第などが有名です。江戸時代に幕府が大名を統制するために出した武家諸法度とは、制
定の主体や目的が異なります。

問7 答え 1
分国法

室町幕府の支配力が弱まり、各地の守護大名が自らの実力で領地を治める戦国大名へと成長する過
程で、独自のルールが必要となりました。これを分国法（または「家法」）と呼びます。鎌倉幕府
の御成敗式目や江戸幕府の武家諸法度とは異なり、各大名が自分の領国内だけで適用するために定
めたという点が特徴です。

問8 答え 1
北九州の博多湾などに元軍が2度にわた
り襲来した。→ 足利義満が勘合を用いて
明と貿易を開始した。→ フランシスコ・
ザビエルによってキリスト教が伝えられ
た。

元軍の襲来である「元寇」は13世紀後半（鎌倉時代後半）、足利義満による「日明貿易」の開始は
15世紀初め（室町時代）、そしてフランシスコ・ザビエルによる「キリスト教伝来」は1549年
（戦国時代）です。それぞれ、鎌倉・室町・戦国の各時代を象徴する重大な外交上の出来事です。


